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四

月
，、公

目 El'
 T 

SR 。
男

転入� 15 11 26 

転出� 9 9 18 
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選挙は，わたしたちの暮らしの願いを政治に反映さ

せる最大のチャンスであり ，わたしたちの一票は暮ら

しをよくするための貴重ない意志表示"です。

これからの政治を任せる人を選ぶにあたって，わた

したちは冷静に悔いのない一票を投じたいものです。

そして，みんなの一票が正しく政治に生かされるため

には，選挙は公正に行わなければなりません。

遭� gj

の事 

務審

裏
目

4月8日に行われる県議会議員選挙や 6月下旬か� 7

月初旬に行われる町議会議員選挙を前に，公正で明る

い選挙を実現するために，わたしたち有権者が心得て

おきたい「禁止されている選挙運動」のいくつかをあ

げてみますと， 。気勢を張る行為@戸別訪問。人気投

票の公表。署名運動。飲食物の提供などは禁止されて

いますので十分注意してください。

なお，県議会議員の投票所入場券は� 4月5日までに

各家庭に送付しますので，早めにご確認ください。� 

町民のうごき
世帯数� 1.939 男� 4，074 〆『¥

人口�  8，225 女� 4，151 
昭和54年� 3月� l日現在

女� 2十

出生� 8 2 10 

死亡 4


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
四月八日は県議選の投票日公正で明るい選挙を

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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路
交
通
法
を
も
う


春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
で
す
。
レ
ジ

ャ
ー
に
、
体
力
づ
く
り
に
、
は
た
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
の 

止
仰

J

に
と
、
自
転
車
や
自
動
車
を
刺
用
す
る
か
た
が
毎
年
増
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
二
・
三
人
に
一
人
が
運
転
免
許
を
持
つ
「
国
民
皆
免
許
時
代
」
を

迎
え
て
、
心
配
な
の
は
交
通
事
故
の
二
と
で
す
。

今
回
は
、
昨
年
の
十
二
月
一
日
に
七
年
ぶ
り
に
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
、

道
路
交
通
法
を
も
う
一
度
学
習
し
、
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
運
転
の
し
か

た
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

っ
て
買
い
物
に
出
か
け
る
お
母
さ
ん

た
ち
も
、
必
ず
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
が
義
務
づ

れ
ま
し
た

B
け

自
動
二
輪
車
、
原
動
機
付
き
自
転

車
の
乗
車
用
へ
ル
メ 

ト
の
着
用
が
、

y

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

自
動
二
輪
車
に
乗
る
時
は
、
運
転

す
る
者
も
、
荷
台
に
同
乗
す
る
者
も

必
ず
へ
ル
メ 

卜
を
か
ぶ
ら
な
け
れ

y

ば
い
け
ま
せ
ん
。
い
ま
ま
で
は
、
最

フ
レ 

l
キ

の

整

備

不

良

は

処
罰
さ
れ
ま
す

自
転
車
の
安
全
基
準
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
自
転
車
に
は
、
車
の
車

検
の
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
安
全
基

準
は
野
ぱ
な
し
で
し
た
。
そ
こ
で
今

回
「
こ
れ
だ
け
は
、
安
全
運
転
に
必

要
」
と
い
う

線
。
が
し
か
れ
ま
し
た
。

H

安
全
の
た
め
の
最
低

ま
ず
、
ブ
レ
ー
キ
で
す
。
ブ
レ
ー

キ
が
不
良
で
、
思
う
よ
う
に
止
ま
れ

な
い
自
転
車
ほ
ど
、
危
険
な
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
時
速

一 
0
キ
ロ
の
速

度
で
、
三
メ
ー
ト
ル
以
内
で
停
止
で

新
学
期
も
安
全
に

高
速
度
四

0
キ
ロ
未
満
の
道

路
な
ら
へ
ル
メ 

ト
は
不
用

y

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
し
で
は
自
動

二
輪
車
に
は
乗
れ
ま
せ
ん
。

四
0
キ
ロ
以
上
で
走
れ
る
道

路
を
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
な
し
で

運
転
す
る
と
違
反
点

一
点
で

す
。ま

た
、
高
速
自
動
車
国
道

や
自
動
車
専
用
道
路
で
は
、

二
人
乗
り
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
罰
則
は
、
い
ず
れ
も
三

万
円
以
下
の
附
金
で
す
。

原
動
機
付
き
自
転
車
に
乗

る
と
き
も
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を

か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん。
原
動
機
付
き
自
転
車
に
乗

-・圃-

度
 

新学期や行楽シーズンを
むかえて

正 し い運転て安全�  lζ


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
自転車の通行安全道路交通法をもう一度

MUS04
テキストボックス
自動二輪原動機付き自転車
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違
反
内
…
九

T

一……
曙
開
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…………
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簿

一


特
別
部
……


ジ
グ
ザ
グ
運
転

横

列

運

転

は

懲

役

六

月

こ
れ
が
、
十
二
月

一
日
か
ら
は
、

二
台
以
上
の
自
動
二
輪
単
や
車
を
横

に
述
ね
て
逆
転
し
た
り
、
道
路
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
て
の
ジ
グ
ザ
グ
運
転
、

走
っ
て
い
る
専
を
包
み
込
ん
で
の
い

や
が
ら
せ
ー
ー
な
と
、
共
同
し
て
交

通
を
妨
害
し
た
り
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
る
行
為
を
し
た
場
合
は
、
全
部

の
中
が
取
り
締
ま
り
の
対
拍
車
に
な
り

ま
す
。
罰
則
も
厳
し
く
懲
役
六
月
以

下
、
剖
金 
五
万
円
以
下
。

占
…
で
、
無
免
許
運
転
よ
り
も
重
い
行

政
処
分
を
受
け
ま
す
。

は

免

許

取

り

消

し

麻
薬
や
党
せ
い
剤
手
飲
ん

で
の
速
転
と
、
酒
酔
い
運
転

は
厳
倒
で
、

一
度
の
違
反
で 

免
許
は
取
り
消
さ
れ
ま
す
。 

麻
薬

・
党
せ
い
剤
運
転
々

は
、
こ
れ
ま
で
過
労
運
転
並

H

暴
走
族
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
が
、

一
段
と
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
自
動
二
輪
車
が
道

路
を
横
い

っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
走

っ

て
い
て
も
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
超

え
た
場
合
は
検
挙
で
き
る
も
の
の
、

左
側
通
行
単
線
内
で
は
取
り
締
ま
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

を
受
け
て
合
格
す
れ
ば
、
免
許
証
は

交
付
さ
れ
ま
す
。
昨
年
、
こ
の
期
間

に
思
い
出
し
た
人
が
二
十
七
万
人
。

問
題
は
残
り
の
七
万
人
て
す
。

三
か

月
を

一
日
で
も
過
さ
る
と
、
学
科
試

験
、
技
能
検
査
を
受
け
て
|
|
つ
ま

り
、
初
め
か
ら
や
り
直
し
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
。
う
っ
か
り
サ
ン
々

を
救
お
う
と
、
こ
れ
ま
で
三
か
月
だ

っ
た
か
救
済
期
間
。
が
六
か
月
に
延

μ
さ
れ
ま
し
た
。 

-
つ
つ
か
り
免
許

H

失
効 

は
六
か
月

ま

で

教

済

免
許
証
の
切
り
替
え
を
、
つ
い
う

っ
か
り
忘
れ
た
ー
ー
の 

H

う
っ
か
り

サ
ン
。
へ
の
朗
報
で
す
。

三
年
目
ご
と
の
誕
生
日
前

一
か
月

間
が
、
運
転
免
許
証
の
切
り
替
え
日

で
す
が
、
う
っ
か
り
す
る
と
忘
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

昨
年

一
年
間
で
、
運
転
免
許
証
の 

切
り
替
、
え
を
忘
れ
た
人
は
、
全
国
で

ニ
十
凶
万
人
も
い
る
の
で
す
。
た
だ
、

誕
生
日
後
三
か
月
聞
は
、
適
性
検
査

lこド優

フ

み
に
比
較
的
経
い
処
分
(
違
反
点
六

凸
乙
で
し
た
。
し
か
し
、
大
事
故
に

酒

酔

い 

つ
な
が
る
危
険
性
が
強
い
う
え
、
麻

薬
、
党
せ
い
剤
の
常
用
に
よ
る
中
毒

症
を
防
ぐ
意
味
も
含
め
て
の
厳
罰
(
+

点 
)
て
す
。

酒
酔
い
逆
転
は
従
来
、
十
二
点
で

し
た
が
、
こ
の
改
正
て
十
五
点
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
麻
薬

・
党
せ

い
剤
運
転
と
並
ん
で
の 

最
高
点 

で
す
。

視
な
ど
違
反
点
二
点
ま
で
の
縫
い
違


反
を
犯
し
、
そ
の
後
三
か
月
間
然
事


故
・
然
違
反
だ
っ
た
場
合
は
、
こ
の


点
数
は
違
反
点
数
か
ら
は
ず
さ
れ
ま


す。


い
ま
ま
で
は
、
こ
の
点
数
の 

消

却
期
間 

が

一
年
で
し
た
か
ら
、
四

分
の

一
に
大
幅
短
縮
さ
れ
た
わ
け
で

す
。

H

h

H

H

H
H

恩イ�  

n 

典|良

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、
恩
典
が

あ
り
ま
す
。

二
年
間
、
無
事
故

・
無
違
反
の
速

転
者
が
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
や
信
号
無

戸¥

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
暴走行為の禁止ジグザグ運転横列運転は懲役六月

MUS04
テキストボックス
運転免許制度

MUS04
テキストボックス
行政処分
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に、

三
月
二
十
日
の
卒
業
式
の
日
に

相
原
校
長
先
生
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し

一
瀬
小
学
校
を
卒
業
す
る
児
童
四
十
名

山 田純也〈ん�  井 口弘子さん

(棚 好) (棚!J!J)

井
口
さ
ん
巳
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞

山

田

く

ん

に

九

か

年

皆

勤

賞

三
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
、
勝
浦

中
学
校
の
卒
業
式
で
、
井
口
弘
子
さ

ん
(
棚
野
)
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
フ

貨
を
、
そ
し
て
、
山
田
純
也
く
ん
�
 (棚

野
)
が
九
か
年
皆
勤
貨
を
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
ま
し
た
。

井
口
さ
ん
は
、
明
る
い
家
庭
づ
く

り
に
取
り
組
む
傍
ら
、
学
業
に
も
よ

く
精
励
し
、
口
�
 行
方
正
で
志
操
も
堅

固
で
あ
り
、
か
っ
、
体
育
活
動
に
よ

く
努
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
受

賞
し
た
も
の
で
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
で
は
、
井
口
さ
ん
に
続
く
立
派

一
む
卒
業
記
念
に

一

手
書
さ
の
墨
彩
画

ダ
ル
?
を
描
い
た
盤
彩
画
が
、
叫
間

な
若
人
が

一
人
て
も
多
く
出
て
く
れ

る
よ
う
、
中
学
生
の
脊
起
を
切
望
し

て
い
ま
す
。

ま
た
山
田
く
ん
は
、
小
学
校

・
中

学
校
の
九
年
間
を
一
日
も
休
む
こ
と

な
く
、
学
業
に
精
励
さ
れ
た
わ
け
で

す
が
、

一
口
に
九
年
間
と
い
っ
て
も

放
た
い
て
い
の
こ
と
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
精
神
を

い
つ
ま
で
も
守
り
つ
つ
け
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

広.. 

J
R
i
u
H叶
，

目

.

J

白
�
 

¥ 

の
な
か
で
、
学
業
や
人
物
が
優
秀
で
、

昭和� 53年度

制緩轍;開設;::w

昭
和
五
卜
三
年

度
朝
刷
奨
学
賞
に

稲
川
浩
く
ん
�
 (縦

訓
)
と
晦
本
法
チ

さ
ん
�
 (中
山
)
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
貨
は
、
名

誉
町
民
・
故
州
問
桐

第
平
先
生
の
尊
い

ご
遺
志
を
水
久
に

残
す
た
め
、
ご
追

跡
明
か
ら
笥
付
さ
れ

た
資
金
て
設
け
ら

れ
た
も
の
で
、ノ何

年
、
勝
浦
中
学
校

を
卒
業
す
る
生
徒

悶
州
間
同
凹

口
�
 

』
-

一


HHM
M
"
M

制

H
U
H
U
"
H
U
M
M
H
M
M
H
M
M
"
"
"
"

心
身
と
も
健
全
な
か
た
に
矧

り
れ
て

い
ま
す
。

(横 瀬)

一叩� 

引
制
�
 

イ
タ
リ
ア
産
白
大
理
石
の

彫

刻

画

が

寄

贈

庵本法子さん�  稲川�  浩〈ん

て
勺
齢
経
節
�
 wy

一

心
寝
…
整
時
間
以
歩
一

一

謀

総
濡
了
若
返
還

民

と

き

一

四
月
十
三
日
�
 
(金
)

高

温

午
後

一
時
�
 
1
三
時
�
 

=

と

こ

ろ

一
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
 

一

川
相

談

員

=

一一

中
一

E z Z

徳
島
行
政
監
察
局

行
政
相
談
委原

勝

�

 

=一山 E z一
�
 

イ
タ
リ
ア
産
の
白
大
理
石

(シ

ベ

ツ
ク
ス
)
に
彫
刻
し
た
、
彫
刻
画
が
勝

一
浦
中
学
校
の
長
尾
校
長
先
生
か
ら
寄

附
相
さ
れ
、
中
学
校
の
玄
凶
に
飾
ら
れ

一
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
長
尾
校
長
先
生
が
彫
刻

一
家
の
山
上
正

一
さ
ん
�
 (中
角
)
に
制

作
を
依
頼
し
、
約
五
卜
日
の
日
数
を

-
経
て
完
成
し
た
も
の
で
、
「
眺
の
諮
」

一
と
記
さ
れ
た
こ
の
彫
刻
に
は
、
自
然

一
の
中
で
三
人
の
子
供
た
ち
が
裸
の
ま

-
ま
の
姿
で
楽
器
を
奏
で
る
光
景
が
描-

一
か
れ
て
お
り
、
チ
供
た
ち
に
自
然
の

中
で
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
長
尾
校
長
先
生
の
夢
が
託
さ
れ

て
い
ま
す
。

兵
白
な
大
理
石
に
刻
ま
れ
た
彫
刻

は
、
汚
れ
を
知
ら
な
い
純
粋
な
子
供

た
ち
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

片
h

村

芳

生

(中山) 

!

=

i
p
g
m古
川
羽
一
�
 

dip--hir
JI-- にドぃ

ホ
�
 
‘，� 
t

r

-汀

制
制
�
 

制
�
 

F
R
"
H
U
M
R
H
R
U
"
U
H
n
H
t
H
H
U
H
r
H
t
k

圃-
J

1

1

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
昭和53年度朝桐奨学賞決まる
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44轟轟轟轍霊聾r、一間違っていたときは-込� ) 
記
念
品
に
ア
ル
バ
ム
や

勝
浦
音
頭
の
レ
コ
ー
ド
を 

勝
浦
中
学
校
を

卒
業
す
る
就
職
生

を
励
ま
す
会
が
、

一
一
月
二
十
七
日
に

住
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
二
階
の
控
室
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
い
ち

は
や
く
親
元
を
離

れ
て
、
社
会
人
と

し
て
巣
立
っ
て
い

く
生
徒
を
励
ま
し
、

元
気
づ
け
よ
う
と

毎
年
行
な
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

ま
ず
、
教
育
長
か
ら
「
今
ま
で
学

校
で
習
っ
て
き
た
こ
と
を
基
礎
と
し

て
、
立
派
な
社
会
人
と
な
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
就
職
生
に
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
桜
木
町
長
は
、
就
職
生

一
人
ひ
と
り
に
握
手
を
求
め
、
心
か

ら
の
励
ま
し
の
言
葉
を
お
送
り
し
、

最
後
に
、
就
職
生
の
代
表
者
か
ら
「
勝

浦
中
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
名
に
恥
じ
な
い
立
派
な
社

会
人
と
な
り
ま
す
U

と
力
強
く
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

'
た。

一
こ
の
墨
彩
画
は
、
相
原
校
長
先
生

一
が
こ
の
四
月
一
日
を
も
っ
て
学
校
を

一
退
職
す
る
た
め
、
最
後
の
卒
業
生
に

一
は
な
む
け
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
、

一
色
紙
に
ダ
ル
?
の
絵
を
型
取
り
、

一

一
筆
一
筆
た
ん
ね
ん
に
仕
上
げ
た
も
の

一
で
す
。そ

し
て
、
こ
の
ダ
ル
マ
に
は
、
児

一
っ
て
く
る
ダ
ル
?
の
根
性
を
く
じ
け

一
な
い
で
見
習
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

一
願
い
と
、
盛
で
大
き
く
描
か
れ
た
ダ

a

一
童
に
「
転
ん
で
も
転
ん
で
も
起
き
上

所得税の確定申告書を提出した後て二計算違い

などのために，申告した内容に間違いがあること

に気がついた人は.次のような方法で訂正するこ

とができます。� 

' 所得や税額の計算を間途えて申告をし，後に

なって，納めた税金が少なかったり，還付を受

ける税金が多いことに気づいたときは� r修正申

告」 をしましょう。

・税金を納め過ぎていたり ，還付を受ける税金

が少ないことに気づいたときは� r更正の摘求J

ル
マ
に
は
「
男
性
は
男
ら
し
く
た
く

ま
し
く
」
そ
し
て
、
そ
の
横
に
ピ
ン

ク
で
カ
ラ
フ
ル
に
描
か
れ
た
姫
ダ
ル

?
に
は
「
女
性
の
女
ら
し
き
と
や
さ

し
さ
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
将
来
、

こ
の
よ
う
な
人
聞
に
成
長
し
て
ほ
し

い
と
い
う
相
原
校
長
先
生
の
切
実
な

願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

月
例
会
の
作
昂
か
ら

馳
け
て
く
る
子
を
抱
き
と
め
て

日
の
匂
ひ
砂
の
匂
ひ
を
わ
が
も
の

と
す
る

(
水
口
秀
夫
)

抱
き
し
子
の
ぬ
く
み
ほ
ん
の
り

伝
り
く
る
ま
だ
名
は
付
か
ず
春
の

窓
辺
に

(
斉
藤
重
子
)

暖
冬
の
畔
に
よ
も
ぎ
の
時
刷
、
え
て

い
て
心
た
の
し
く
子
と
摘
ん
で
み

る

谷

士口
蔵

をすることができます。

なお更正の鰭求」のできる期間は，昭和53

年(今年)分の確定申告については，昭和55年� 

3月15日までとなっています。

。確定申告を忘れていたとき

確定申告をしなければならない人が， 申告を忘

れていたときは，早めに申告しましょう o

テーマ・確定申告ガまちガっていたときは

a民rr ~ ~ 
~ G <iJ品

過少のとき “修正 申告

過大のとき・ 更正の請求
霊(;。ロロロロ

レ一一一~~ー〕・一一一一一一ー]

短
歌
学
級
で
は
、
次
回
例
会
の
作

品
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

課

題

鯉

の

ぼ

り

一
首

自

由

題

三

首

未

発

表

の

も

の

締

切

日

四

月

二
十
五
日

提
出
先
町
教
育
委
員
会
か
水
口

秀
夫
さ
ん
(
与
川
内
)

ま
で

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
確定申告が間違っていたときは就職生を励ます会

MUS04
テキストボックス
短歌作品の募集
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建議

住
宅
に
困
っ
て
い

る
か
た
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、

こ
こ
で
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
同
じ
生
活
に

困
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
歴
史
的
、

社
会
的
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
同
和
問
題
を

抜
き
に
し
て
考
え
る
と
、
ま
ち
が
っ

た
も
の
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
同
和
対
策
事
業
を
行

う
の
か
そ
の
「
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
」
に
つ
い
て
今
回
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

同
和
地
域
は
道

路
は
よ
く
な
る
し
、

環
境
整
備
や
諸
制

度
が
充
実
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
同

じ
年
代
で
生
活
状

態
は
ま
っ
た
く
同

じ
な
の
に
、
対
象

地
域
の
か
た
は
家

賃
が
安
い

反
対
に
わ
れ
わ
れ

が
差
別
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
も
の
だ
ロ

こ
う
し
た
考
、
ぇ
方

が
俗
に
ね
た
み
差

別
、
あ
る
い
は
逆

差
別
と
雷
因
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

一
般
地
域
に
も

生
活
の
苦
し
い
人
、

同
和
対
策
事
業
に
正
し
い
理
解
を


同
和
対
策
審
議
会
答
申
の
最
後
に

「
同
和
対
策
を
政
策
の
な
か
に
明
確

に
位
置
づ
け
、
国
・
地
方
公
共
団
体

に
制
度
的
保
障
を
与
、
え
る
た
め
特
別

措
置
法
の
制
度
が
必
要
で
あ
る
」
と

明
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
昭
和

凶
+
四
年
六
月
、
国
会
で
可
決
さ
れ
、

同
七
月
十
日
に
公
布
さ
れ
た
法
律
で

あ
り
ま
す
。
文
字
通
り
、
国
や
県
、

市
町
村
が
、
同
和
対
策
事
業
を
進
め

る
た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

同
和
問
題
の
解
決
に
は
、
同
和
地
区

の
あ
ら
ゆ
る
面
に
現
わ
れ
て
い
る
差

別
の
実
態
と
、
社
会
に
存
在
す
る
差

別
観
念
と
の
悪
循
環
を
断
ち
切
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
観
点
か

ら
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
部
落
差
別

が
、
基
本
的
人
権
の
侵
害
に
は
か
な

ら
な
い
と
い
う
重
大
な
問
題
で
あ
り
、

一
日
も
早
く
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

ま
ず
、
そ
の
内
容
は
、
こ
の
法
律

が
同
和
地
区
の
環
境
を
改
善
し
、
住

民
の
経
済
力
を
養
い
、
ま
た
生
活
の

安
定
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
の
た
め

に
は
、
国
民
は
相
互
に
基
本
的
人
権

を
尊
重
し
、
同
和
対
策
事
業
を
理
解

し
て
、
そ
の
事
業
が
円
滑
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
、
国
民
の
責
務
を
規
定
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
国
や
地
方
公
共
団

¥ー

日
、
私
た
ち
は
鴨
島
町
大
東
青
年
有

志
会
の
皆
さ
ん
の
食
震
な
体
験
を
お

聞
き
す
る
た
め
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
早
朝
よ
り
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

パ
ス
の
中
で
は
、
若
者
ら
し
い
意
見

体
は
、
そ
の
資
任
に
お
い
て
、
同
和

対
策
事
業
を
速
や
か
に
、
か
つ
計
画

的
に
進
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
し
て
、
財
政
的
に
も
、
国

が
特
別
の
援
助
を
し
て
い
る
の
で
す
。

以
上
が
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
の
趣
旨
で
あ
る
よ
う
に
、
同
和
対

策
事
業
は
、
同
和
地
区
に
お
け
る
生

活
環
境
の
改
普
、
社
会
福
祉
の
増
進
、

産
業
の
振
興
、
職
業
の
安
定
、
教
育

の
充
実
、
人
権
擁
護
の
強
化
な
ど
を

図
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
事
業
で
あ

り
、
同
和
地
区
の
よ
く
な
っ
て
い
く

姿
を
見
て
、
ね
た
み
の
心
を
持
っ
か

青
年
有
志
会
と

交

換

会

春
風
が
き
わ
や
か
に
流
れ
る
日
曜

議会議員

た
は
、
差
別
を
い
つ
ま
で
も
温
存
さ

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
同
和

地
区
が
よ
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
同
時
に
、
他
の
地
区
を
良
く
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

交
換
を
し
な
が
ら
、
お
も
し
ろ
い
話

ムロ
 

・

題
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

-
V
4

午
前
十
時
か
ら
現
地
の
教
育
集
会

所
で
始
ま
っ
た
研
修
会
で
は
、
互
の

意
見
が
十
二
分
に
出
さ
れ
、
青
年
が

何
を
考
、
ぇ
、
ど
う
生
き
よ
う
と
し
て

い
る
か 

そ
れ
を
明
確
に
し
て
い
く

会
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
、
え
ま
し
た
。

大
東
青
年
有
志
会
で
は
、
在
学
高


校
生
も
会
員
の
中
に
含
ま
れ
、
若
者


は
こ
の
村
を
支
え
、
こ
の
村
を
リ
ー


ド
し
て
い
く
ん
だ
と
い
う
バ
イ
タ
リ


テ
ィ
ー
に
満
ち
て
お
り
、
相
撲
大
会


や
数
々
の
村
の
行
事
は
若
者
の
頭
で


考
え
、
若
者
の
手
と
足
で
消
化
し
て


い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
大
会
に
も


M

積
極
的
に
参
加
し
、
視
野
を
広
め
る

岡 本 富

春
愛休¥ー

守のみ
り ー で
ま 言 す。
しを13¥ 

る よ か 児
さ

つ
、

け童
づ
と 、 . 
く 非生

推
り

行徒

進
カ込� lこ

協

議
ら

:D::

こ
と
こ
そ
大
切
で
あ
る
こ
と
を
力
説

し
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
研
修
に
お
い
て
、

自
の
浅
い
会
で
は
あ
る
が
、
や
り
が

い
の
あ
る
会
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
若
い
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
行
動
力
を
、
ど
こ
に
ぶ
つ

け
た
ら
よ 

か
グ
と
い
う
こ
と
へ
の

確
か
な
答
、
え
を
得
た
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
勝
浦
町
に
住
む
青
年
の
み
な
さ

ん
、
現
代
社
会
に
は
様
々
な
社
会
悪

が
あ
り
ま
す
。
共
に
考
、
ぇ
、
共
に
悩

み
、
共
に
進
ん
で
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
学
ん
で

く
だ
さ
い
。

-
同
和
問
題
研
究
会
|
一

M

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別

MUS04
テキストボックス
春休みです児童生徒に愛の一言をかけ非行から守りましょうふるさとづくり推進協議会
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家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

家
庭
の
主
婦
が
大
ハ

J

ツ
ス
ル

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一¥

体
育
協
会
主
催
の
第

一
団
地
区
対

抗
家
庭
婦
人
パ
レ
ポ
ル
大
会
が
、

三
月
三
日
か
ら
八
日
ま
で
の
六
日
間
、

勝
中
体
育
館
に
十
一
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

胸
は
ず
ま
せ
て
、
入
学
を
心
待


ち
に
し
て
い
る
子
供
た
ち
|
|
お


母
さ
ん
と
し
て
は
、
期
待
と
不
安


の
入
り
ま
じ
っ
た
お
気
持
ち
で
し


。
こ
と
に
、
初
め
て
子
供
さ
ん
を

学
校
に
通
わ
せ
る
ご
家
庭
で
は
、

「勉
強
の
で
き
る
素
直
な
よ
い
守
」

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、

率
直
な
願
い
だ
と
思
い
ま
す
。

と
い
っ
て
、
文
字
や
数
字
を
む

や
み
や
た
ら
に
教
え
込
む
の
も
、

ト
み
よ 

“ハナミズキ"を
植えてみませんか

カ
の
国
木
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
花
は
五
月
初
旬
に

咲
き
、
白
と
淡
紅
の

二
種
類
が
基
本

槌
で
す
。
葉
の
出
る
前
の
こ
ず
え
に

ほ
の
ぼ
の
と
咲
き
そ
ろ
い
、
速
く
か

ら
見
る
と
か
す
み
の
よ
う
に
た
な
び

き
、
白
い
光
ぽ
う
と
見
ま
ち
が
え
る

の
で
別
名
灯
台
木
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
園
芸
相
聞
の
ピ
ン
ク
は
か

れ
ん
な
色
っ
ぽ
さ
も
あ
り
、
開
花
期

は
永
く
、
秋
に
は
赤
い
実
が
な
り
、

紅
葉
は
燃
え
る
よ
う
な
深
紅
で
美
し

い
魅
力
あ
る
花
木
で
す
。

こ
の
花
水
木
の
三
年
生
苗
を
千
葉

県
か
ら
取
り
寄
せ
て
お
り
、
そ
の
一

部
を
購
入
希
望
の
か
た
に
分
配
し
ま

す
の
で
、
町
役
場
産
業
献
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

価
格
笑
部
門
で
お
波
し
し
ま

す
。

受
付
期
間
四
月
十
五
日
ま
で

※
た
だ
し
、
数
量
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
先
着
順
に
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

優

勝

坂

本

チ

ー

ム

準
優
勝
横
瀬
チ

三

ム
l
ム

位

生

名

チ 
l

お出かけのとさは

電気の後始末もお忘れなく/

外出の多いシーズンです。 アイロンや

ドライヤーなど使い終ったら 必ずスイッ

チを切り，差し込みをコンセントからは

ずす習慣をつけましょう 。

考
え
も
の
で
す
。
そ
れ
が
か
え
っ
て
、

子
供
に
妙
な
優
越
感
や
凶
心
を
起
事
」

H

さ
せ
、
入
学
後
に
悪
影
鳴
を
及
ぼ
さ

な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

回
と
子
の
会
話

学
校
生
活
の
規
則、ャ

エ
チ
ケ

ッ
ト
を
'身
に
つ
け
よ
う

ま
ず
何
よ
り
も
、
子
供
を
学
校
と
阿
川
代
の 

え
や
依
刺
心
は
治
さ
れ

い
う
集
団
生
活
に
な
れ
さ
せ
る
こ
と

ま
せ
ん
。

が
先
決
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

子

か

た

は

も

ち

ろ

似
の
心
を
リ
ラ

ン
ク
ス
さ
せ
、

状
態
に
気
を
配
り
、
み
ん
な
と
仲
よ

く
や
っ
て
い
く
た
め
に
必
攻
な
、
学

校
生
川
の
川
崎
則
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
身

に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
も
う
幼
削
刊

川
悦
、
沈
側
、
食
事
の
し

ん、

「
は
い
」
「
い
い
え
」

「
あ
り
が
と
う
」
「す
み
ま
せ
ん
」
な

町
と
町
観
光
協
会
で
は
、
ま
ち
を

美
し
い
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
運
動

を
推
進
し
、
笠
か
で
住
み
よ
い
生
活

環
境
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
ア
メ
リ
カ
ハ

ナ
ミ
ズ
キ

(花
水
木
)
の
柑
樹
運
動

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
木
は
、

明
治
四
十
五
年
に
日
本
か
ら
ア
メ
リ

カ
へ
送
っ
た
終
の
苗
木
三
千
株
の
返

礼
と
し
て
送
ら
れ
て
き
た
、
ア
メ
リ

と
は
.
き
ち
ん
と

一日
え
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
な
下
校
時
の
交
通
ル
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
通
学
路
を
前
も

っ
て
い
っ
し
ょ
に
辿
っ
て
み
て
、

危
険
な
と
こ
ろ
は
よ
く
教
え
、

人
て
往
復
て
き
る
よ
う
に
さ
せ
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

お
川
り
さ
ん
は
、
学
校
を
信
料
し
、

子
供
さ
ん
に
は
、
学
校
は
決
し
い

と
こ
ろ
な
ん
だ
と
い
っ
気
持
ち
を

持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

皆さんの町の明るい話題や
ニュースを広報編集係ぎで
あ寄せください。健

康

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
家庭婦人バレーボール大会家庭の主婦が大ハッスル



ろ
ト

ッ
プ
ジ

ン
M
F倍
械
か
ベ
ン
レ

ー
ト

一
F
倍
�
 

込

く
だ
さ
い

。
�
 

v
--EH+回
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苗
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の
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苗
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刷
穴
は
、
で
き
る
だ
け
大
き
く
似

り
、
土
峻
改
良
剤
や
有
機
物
を
投
入

し
、
埋
め
も
ど
し
を
十
分
行

っ
て
く

だ
さ
い

。
高
木
は
制
限
に
で
き
る
だ
け

土
を
付
け
、
植
え
付
け
る
方
角
も
苗

床
に
あ
っ
た
時
と
同
じ
方
向
に
植
え

付
け
ま
す
。
こ
の
時
、
恨
の
幽
っ
て

い
る
も
の
は
ま
っ
す
ぐ
仰
ば
し
、
州
側

り
取
り
時
に
切
れ
た
恨
は
ハ
サ
ミ
で

也
角
に
切
り
な
お
し
て
く
だ
さ
い

。

舶
付
後
、
細
械
に
は
土
を
十
分
か

か
ん

す
‘

け
、
直
ち
に
漉
水
し
、
少
し
踏
み
か

た
め
、
さ
ら
に
土
を
か
け
ま
す
。
そ
し

て
水
分
の
蒸
散
を
防
ぐ
た
め
稲
ワ
ラ

や
刈
草
を
周
聞
に
敷
き
、
風
で
飛
ば

さ
れ
な
い
よ
う
さ
ら
に
土
を
か
け
、

も
う

一
度
瀧
水
を
し
て
く
だ
さ
い

。

川
収
後
に
支
住
を
立
て
、
突
風
や
台

風
か
ら
倒
伏
を
防
ぎ
ま
す
。
似
を
大

き
く
切
っ
た
も
の
は
地
上
部
も
こ
れ

に
見
合
う
だ
け
切
り
込
み
、

地
下
部

と
の
つ
り
合
を
保
つ
よ
う
心
が
け
て

苗
床
は
、
土
壌
改
良
剤
や
{
元
軌
い
た

い
肥
な
ど
を
十
分
地
用
し
、
幅
七
十

作� 七
五
で
程
度
の
畦
を
作
り
、
こ
れ

に
千
鳥
状
に
植
、
ぇ
付
け
ま
す
。
�
 帆止

l

U

M

。
主
な
注
意
点
�
 

O

ユ
ズ
ム
�
 
U

の
も
の
は
樹
齢
か
に
引
く
て

も
向
桜
ぎ
せ
ず
改
制
す
る
こ
と
。
�
 

地
に

o
t

A
H
っ
た
系
統
を
筏
ぐ
こ
と
。
�
 

副
総
本
は
硲
山
去
る
母
聞
か
ら
縁
取
す

O
る
こ
と
。

整
枝
、
せ
ん
定

全
闘
を
ひ
と
と
お
り
は
必
ず
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い

。

病
害
虫
防
除

そ
-
7
か
病
め
多
い
凶
で
は
下
旬
ご

日

満
聞
の
桜
の
花
の

下、

一
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
新
入
学
児

一

一
が
、
お
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
学

一

ナ
校
へ
登
校
す
る
光
対
は
、
容
な
ら
で
+

斗
は
の
も
の
で
す
。
�
 

時

一

と
こ
ろ
で
、
似
の
山
花
は

「
春 '
本

一

一
得
が
米
ま
し
た
よ
」
と
い
う
こ
と
を
一

一
物
語

っ
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、
�
 }

一
尚
北
に
長
い
日
本
列
島
の
こ
と
、

二
二

一
月
の
後
半
に
九
州
、
四
国
で
咲
き
だ

一

干
し
た
桜
は
、

一
日
約
三
十
日
の
速
さ
』

一
で
、
ま
北
に
向

っ
て
進
み
ま
す
。

関
山

一
一
米
地
方
が
三
月
末
、
言
の
多
い

北
陸

一

一一地
万
は
四
月
十
日
、
本
州
の
れ
収
北
の

一

は
広
い
ほ
と
校
集
の
繁
茂
に
都
合
が

よ
く
、
四
十
�
 ，×
五

l
H，く
ら
い
が

良
い
で
し
ょ
う
。
�
 

H

(別
図
参
照
)

-A
を
散
布
し
て
く
だ
さ

、
。
�
 

'
u
v参考

勝浦町農協における 2~ 3月

系
統
更
新
の
高
緩

'A
か
�
 3
勺

不
良
系
統
制
な
ど
を
他
の
柑
橘
矧

に
変
、
え
る
に
は

一
挙
更
新
法
で
勾
め

に
行
っ
て
く
だ
さ
い

。
十
1
十
五
年

生
の
木
で
あ
れ
ば

一
間
に
1

1
十
二

か
所
従
皮
桜
げ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。

味
の
よ
い
系
統
の
み
か
ん
は
、
過

去
の
版
売
実
紋
か
ら
み
て
も
%
に
尚

〈
売
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
十
万
池

州
で
勝
浦
町
内同
協
の
例
を
み
て
み
ま

す
と
参
考
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。(
生

比
奈
良
協
で
も
よ
く
似
た
数
字
が
出

て
い
ま
す

)
こ
の
よ
う
に
味
の
よ
い

み
か
ん
を
上
地
条
件
に
合
わ
せ
て
作

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

種
子
消
毒

同
�
 は
、
ま
ず
温
水
選
を
行
い
、

比
長
の
軽
い
も
の
は
除
い
て
く
だ
さ

い
。

(
別
表
参
照
)

芭
代
作
り

水
田
十
川{
吋
り
に
前
代
国
績
は
百

十
平
万
い
川
(
十
五
坪
)
が
必
要
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
広

き
に
苗
代
用
一応
�
 !

肥
を
凶
・
五
銘

由民

全
面
に
地
用
し
、
初

苗
代
の
準
備
は

水

平
日
に
行

っ
て

塩

く
だ
さ
い

。

ヤ
ド
川
市
相
で
凶
月
末
、
北
海
道
の
札
似
で

一
は
五
月
十
日
ご
ろ
に
は
咲
き
は
じ
め
‘

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

一
悼
の
到
来
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

制
帆
株
の
は
他
え
付
け
期
と
な
り
ま
す
。

一

こ
の
似
前
線
の
移
動
を
見
る
か
ぎ

一
り
、
ま
こ

と
に
順
調
な
天
気
変
化
の

一
f
t
当
り
た
い
肥
二
百
箔
と
、
い
ち

一
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
が
、
実
際

ご
配
合
十
銭
を
土
と
よ
く
混
和
し
て

一
は
、
春
本
番
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
  

お
き
、
�
 約
書
の
な
い
株
を
選
ん
で
、

F

J
比
一
、
の
な
ご
り
�
 
が
ひ
と
脳
動
し
ま


畦
附
」一
い川
、
株
間

一
μ
の
嵯
の
片
側

一
す
。
こ
れ
が
、
花
冷
、
え
と
呼
ば
れ
る
、

に
、
中
旬
ま
で
に
い
似
え
付
け
て
く
だ

一
金

・
雨
天
の
は
だ
梨
い
天
候
の
こ
と

さ
い

。

ハ
ウ
ス
ト
ベ
当
た
り
、
税
株

一
で
す
。
せ
っ
か
く
咲
い
た
般
の
花
も


が
百
株
は
必
袋
て
す
。

一
一附
に
ぬ
れ
て
放
っ
て
し
ま
い
、
押
し


発
生
し
て
く
る
つ
ぼ
み
は
速
や
か

プ
人
れ
に
し
ま
い
込
ん
だ
コ

ー
ト
を
ま


に
除
去
し
て
ラ
ン
ナ
ー
の
発
生
を
促

一
た
取
り
出
す
と
い
う
こ
と
に
も
な
り


し
、
活
着
後
、
除
草
剤
ク
サ
キ
ラ
ー

を、

f一
咋
当
た
り
四
十
づ
を
水
十
山円

一
ま
す
。
桜
が
満
開
に
な
る
ま
で
は
、

J

に
溶
か
し
均

一
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 
一
一
時
寒
く
な
る
の
で
ご
注
意
を
。

別表

u

H

Vy
プ
ジ
ン

く

ろ

ほ

し

病

中

下

旬

ご

ろ

ト

M
千
五
冶
倍
液
を
散
布
し

て
く
だ
さ
い

。

水

稲

ーーーーーー一ー

じ2
冷び

え

ーーー-『ーーー

¥、

¥}  

辺
和
�
 

一円穂
dZ

真
新
し
い

日

期の尾張を中山としだ)しフ-
集実の単価をi100とし定時の・

め
十万温州の福敏� 

126%49年産果

128% ノノ� 50 
)) 145% 
)) 152% 

51 

52 

つ

V
病
害
虫
防
除

ア
ブ
ラ
虫
�
 i
発
芽
爪
後
に
必
ず

発
生
し
ま
す
の
で
遅
れ
な
い
よ
う
エ

ス
ト

ッ
ク
ス
札
制
の
千
お
百
倍
液
を

散
布
し
て
く
だ
さ
い

。
�
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秋
成
ふ
み
よ
さ
ん

(
久
国
)

・
中
古
衣
料

あ
り
が
と
う

こ
さ
い
ま
し
た

香
典
返
し
に
か
え
て

堺

英

こ
さ
ん
�
 (棚

堺

広

さ

ん

柴

田

徳

さ

ん

(

中

大

下

登

さ

ん

(

中

北
峯
真
太
郎
さ
ん
(
坂

そ

の

他

篠
木
千
代
子
さ
ん
�
 (横

近
藤
茂
明
さ
ん
�
 
(
西

山
本
清
治
さ
ん
(
星

滝

口

良

一
さ
ん
�
 (生

お
誕
生
お
め
で
と
う

山
川
雅
人

田
中
正
病

生
家
道
雄

図
中
勢
次

桑
原
義
之

三
木
茂
人

松
田
貞
雄

井
出
幸
夫

神
子
直
好

竹
田
茂
文

原
田
明
成

松
平
孝
義

山
本
達
失

跡
川
本
芳
雄

長長 二長長長長二二二長長長長
女男男女男女男男男男男男女男

正

事

情

嫡

子

和

幸
洋

平

敏

治
章

生

広

文
一

選

曲
冊宗

司
子

桃

子
晃

浩

史
久
美
子

(中
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以
上
が
、
町
普
意
銀
行
に
寄
せ
ら

れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
前
野
喜
代
太
さ
ん
(横
瀬
)

か
ら
は
、
毎
月
横
瀬
保
育
所
に
牛
乳

が
届
け
ら
れ
、
園
児
た
ち
に
大
変
よ

ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

r

市小 手i甫

(日町
「

生

名

久

国

で克長う

おわたし芳女検
おの~.C; 三R 

び 。 長 管 号 わ
し女 子 の ひ

中
川
シ
ゲ
チ
さ
ん
�
 (検

問
婦
人
会

山
民
協
同
附
人
部

I頼

ご
結
婚
お
め
で
と
う

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

ト'

訟を

E

て」お
言T 智は「瀬誕 と
正 子 償 生
し� '- i~ìi j反お 訂，

原林水森

公平IJ祐和
子行子美

』反横四

本制 l河

僅
本
キ
ヨ

ノ

岩
本
ク
ラ
ノ

北

家

ウ

タ

ま グコ !協め 正す。 誤坂ーで
り脇 美 と� 

平
和
な
る
固
で
よ
か
っ
た
パ
ス
ポ

合敬じ
f ヘ

生

名

中

山

f

(前……
「

中

角

戸
小
松
島
市

ヘ
与
川
内

小
松
島
市

格老り
にの貧
胸ネに
おク 負

わたしの� 

;，� 

W
《
、

，::
ロ
:qp.， 

J

J
 

どタ坂け

"作
花
開

士口
徳

金
山
な
お
子

山

本

晴

義

湯

浅

順

子

鶴

本

栄

一

尾
西
千
代
葱

美山 らイ ぬ

馬田 せ父本鉢
たを巻

日月3託 親若谷し
、ヨ〆刷Mn

u
H
V
 

子敬 子く め
のすな
昨Eる笥お

副 士し

(
叩
歳
)
 

月
は
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
た
め
の

(
幻
歳
)

大
切
な
時
期
で
す
。
整
枚
、
明
定
、

(
幻
歳
)

施
肥
、
地
替
え
な
ど
の
管
理
作
業
を
、

l
 

年
下
の
夫
を
持
っ
て
い
る
若
さ

与

川

内

水

口

湖

舟

信
心
を
す
る
気
に
さ
せ
た
不
幸
せ

孫
の
声
テ
レ
ビ
電
話
が
欲
し
く
な
る

横

瀬

中

田

万

里

昔
は
偉
人
今
な
ら
誰
も
置
け
る
蒋

棚

野

原

一
好

お
悔
と
お
め
で
た

一
諸
の
包
み
紙

は
っ
き
り
と
云
う
て
相
手
を
こ
ま
ら

せ
る

立

川

僑

本

梢

ナ
ツ
メ
ロ
の
中
で
想
い
出
生
き
つ
づ
け

何
帯
が
取
れ
て
ゆ
っ
く
り
湯
に
ひ
た
る

朝
の
リ
ズ
ム
聞
い
て
う
と
う
と
出
来

る
幸

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

車
ば
か
り
や
た
ら
に
多
い
春
の
街

け
し
粒
ほ
ど
の
プ
ラ
イ
ド
言
う
て
春

を
待
ち

t反 棚 昼 中検

本野谷山�  i頼� 

佳
木
�
 
7

サ
ノ

勝

占

ヒ

デ

山

本

消

中
西
ヤ
エ
ノ

武

閉

フ

サ

(η
歳
)
 

(
回
歳
)
 

(
臼
歳
)
 

(
門

歳
)

(
九
歳
)

さ
っ
き
愛
好
者
の
み
な
さ
ん
、
今

坂

本

日

浦

翠

峰

引
っ
こ
抜
く
間
施
て
こ
ず
る
二
枚
舌

百
ま
で
は
お
迎
え
来
な
と
老
達
者

横

瀬

稼

勢

都

品

黒

出
認
は
包
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
刀
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓

塚
勢
広
夫
さ
ん〈
都
景
〉
ぎ
で

町
内
在
住
の
ガ
乏
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
俳
句
、

そ
の
次
は
短
駅
と
交
代

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ

さ
い。

講
師
の
か
た
か
ら
直
接
指
導
が
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
集
く
だ

さ
い

。

シ
」
主
、

青
竹
を
踏
み
老
年
え
身
構
、える

沼

江

大

岡

小

枝

大
様
が
隠
れ
る
た
め
に
あ
る
プ
�
 ツ
l

潤
滑
油
夫
婦
の
危
機
え
差
し
に
く
る

生

名

丸

山

香

月

長
女
だ
け
マ
イ
カ
ー
我
が
家
火
の
車

棚

野

太

田

正

平

地
下
足
袋
を
は
い
て
も
や
は
り
紅
を

ロ
ワ
長
ピ

貴
重
品
と
一
玄
わ
れ
る
程
も
な
い
財
布

と
こ
ろ

四
月
七
日

午
後
七
時
三
十
分

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
さつき会開催

MUS04
テキストボックス
わたしの作品川柳
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昭和54年 4月1 日	 カミ 4コ つ	 ら 第106号

昭和54年度第 1回狂犬病予防注射日程表 団副


O()
 

歯

弘

笥

暫

犬

の

登

録

と

ヲ伶

* 

ヲ伶� 

53年� 3月31日までに

. 生まれた者。

---------------E----

戦没者慰霊祭

僧

-------
---

戦没者慰霊祭を次のとおり執

行しますので，遺族のかたは.

リ幼児健康診 断 �  I

*日時 	  4月 6日(金)

午後 1時30分 -3時� 

*場所勝浦病院�  

*該当者昭和52年 12月~昭和� 

ー� 

坂本武奨僑 午前 10:00-10 :20 

4 10:30-11 :00坂本郵便局前�  

月 坂 本大姉前停留所�  11:10-11:40 

23 勝幾坂本事業所前�  ! 午後�  1:00-1 :40 

与川内公会堂前�  1 1 :50-2 :20 

(月) 勝幾 与 川 内事業所前�  2 :30-3 :00 

勝浦病院前�  

日

3 :10-3 :40 

ifパス横瀬営業所前�  | 午前 9・30-10:00 
4 

勝股横 i頼感業所前�  10:10-10: 50 

月 中山権 現l 橋� 11 :00-11:20 

24 中 山 f晶� 11:30-11 :50 

日 午後�  1・20-1・40

(フ付

立川天井洲僑

2・30-3 :00棚聖子公会堂�  

勝浦 電 報電 話 局前�  10-3 :30 

今山神社前 | 午前 9:30-10 :00 

'リ11今山セン タ - l 10 :10-10 :40 

浦 10: 50-11: 20 

4 

| 自己� ミzhニ乙
月
 

森内氏宅地の横 
  11 :30-11 :50 
25 

}博

星谷選来場前 午後� 1:00-1 :30 
日

生名 東林!奄�  1 :40-2 :20 
(村

2 :30-2 :50生名セ/タ 前� 

勝浦町役場�  3 :00-3 :30 

石原センタ 前 午前 9:30-10:00 

古 山商庖横�  | 10・10-10:50 

田中 食堂横�  

4 

11: 00-11 :20月

生比奈牒協前 
  11 :30-11 :50 

26 
老人いこいの家 午後�  1:00-1 :30 

日

中角湯浅医院削 
  1 :40-2 10 

(金) 
f也九1 寺 入口�  2目20-2 :50 

| 勝浦町役場�  3 :00-3 :30 

狂

犬

病

予

防

注

射¥、ノ

-----------'Ee--0・・----鴫� *
* 

-EE---a-EE-------

士暴� 

*方

お繰り合わせご参加くださし、。� 

*日時 	  4月16日(月 )

午前10時から

所

式

住民福祉センター

神式と仏式

一
面
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

五
十
四
年
度
第

一
回
分
を
次
の
日

松
で
、
各
地
区
を
巡
回
し
て
行
い
ま

飼
い
犬
は
、
毎
年

一
回
の
登
録
と

*
* 

* 

* 

ヲ毎

剛
『
�
 

--------E------z------

百日咳・ジフテリア・破傷風
三種混合予防接種� 

*日� 時	 4月26日(木)

午後 l時30分 -3時

*士暴 戸斤	 住民福祉センター

*該当者 個人あてに通知しま

す。� 

ヲ毎� 

* 

* 

* 

書
割
�
 

昌
世

L

※ 母子手帳，印鑑をご持参〈� 

fごきし、。	 一飼い犬は必ず 不� j
す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
に
お
い
て

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

登
録
料

二
、
0
0
0円

注
射
料つないで下さい一実 i 

4月� 4 日附) 買乳児健康診E 
寺11

¥、J

. 

... 

.. 

一
、
0
0
0円

4月 18日附) 与� 
*日 4月27日(金) Lず

成犬 300円IJ 日' 
午後 l時30分 -3時

e 

小犬 100円[~*場寺 戸斤	 勝浦病院

*該当者 	  昭和53年 12月~昭和� 

.. 

.. 

. 

. 
a 

・ー- 54年� 2月28日までに

.，� 

生まれた者。� 

'."'1111111.. ・� 

平
日
午
後
六
時
か
ら
翌
日
午
前
九
時

休
日
午
後
七
時
か
句
翌
日
午
前
九
時

@ 26 23 20 17 14 11 ⑧ 5 2 

日 日 日 日 日 日 日 日 日 臼

上
勝

第

圭回九予

療

所

勝

浦

病

院

山

西� 

医

院

上

勝

舌"八ク

療

所

勝

i甫� 

病

院

赤 勝 湯

:Ei甫� i実

医 病 医

院 院 院

上
勝

第

主ロク品

療

所

勝

ィ甫

病

院� 

夜
間
救
急
当
番
表
�
 

"・目 ""'111111・・.....H ".'111111""..，...."'111111."...: 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
おしらせ犬の登録と狂犬病予防注射

MUS04
テキストボックス




